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(57)【要約】
【課題】内視鏡挿入部の細径化、先端硬質部長の短縮化
を阻害することなく、確実に静電気破壊を防止する。
【解決手段】　内視鏡は、被写体を撮像して本体部に供
給する映像信号を取得する撮像素子と、前記撮像素子と
の信号伝送を行うための１本以上の信号ケーブルが夫々
接続される１つ以上の接点端子を有する接続コネクタと
、前記１つ以上の接点端子を夫々グランド端子に接続す
るための１つ以上の開閉スイッチと、前記接続コネクタ
が前記本体部の本体側コネクタに接続されている場合に
は前記１つ以上の開閉スイッチをオフにすると共に、前
記接続コネクタが前記本体側コネクタに接続されていな
い場合には前記１つ以上の開閉スイッチをオンにして前
記１つ以上の接点端子を夫々グランド端子に接続するス
イッチ制御部とを具備する。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　被写体を撮像して本体部に供給する映像信号を取得する撮像素子と、
　前記撮像素子との信号伝送を行うための１本以上の信号ケーブルが夫々接続される１つ
以上の接点端子を有する接続コネクタと、
　前記１つ以上の接点端子を夫々グランド端子に接続するための１つ以上の開閉スイッチ
と、
　前記接続コネクタが前記本体部の本体側コネクタに接続されている場合には前記１つ以
上の開閉スイッチをオフにすると共に、前記接続コネクタが前記本体側コネクタに接続さ
れていない場合には前記１つ以上の開閉スイッチをオンにして前記１つ以上の接点端子を
夫々グランド端子に接続するスイッチ制御部と
　を具備したことを特徴とする内視鏡。
【請求項２】
　前記スイッチ制御部は、前記接続コネクタに設けられ、前記接続コネクタが前記本体側
コネクタに接続されているか否かを検出する着脱検出端子によって構成される
　ことを特徴とする請求項１に記載の内視鏡。
【請求項３】
　前記スイッチ制御部は、
　前記接続コネクタが前記本体側コネクタに接続されている場合にのみ、前記着脱検出端
子を介して前記開閉スイッチをオフにする電圧を供給する電圧供給部
　を具備することを特徴とする請求項２に記載の内視鏡。
【請求項４】
　前記スイッチ制御部は、前記着脱検出端子とグランド端子との間に接続されたプルダウ
ン抵抗
　を具備することを特徴とする請求項３に記載の内視鏡。
【請求項５】
　前記スイッチ制御部は、前記接続コネクタが前記本体側コネクタに接続されている場合
にのみオンとなるインターロックスイッチによって構成される
　ことを特徴とする請求項１に記載の内視鏡。
【請求項６】
　前記スイッチ制御部は、
　前記接続コネクタが前記本体側コネクタに接続されている場合にのみ、前記インターロ
ックスイッチを介して前記開閉スイッチをオフにする電圧を供給する電圧供給部
　を具備することを特徴とする請求項５に記載の内視鏡。
【請求項７】
　前記インターロックスイッチは、前記接続コネクタが前記本体側コネクタに接続されて
いる場合にのみ、前記本体部に設けたガイドピンによってオンにする操作が行われる
　ことを特徴とする請求項６に記載の内視鏡。
【請求項８】
　請求項１に記載の内視鏡と、
　前記接続コネクタに接続される前記本体側コネクタを有すると共に、前記１本以上の信
号ケーブルによって伝送される信号を扱う処理部を備えた前記本体部と
　を具備することを特徴とする内視鏡装置。
【請求項９】
　前記本体部は、
　前記着脱検出端子に供給する電圧を発生する前記電圧供給部
　を具備することを特徴とする請求項８に記載の内視鏡装置。
【請求項１０】
　前記本体部は、
　前記インターロックスイッチに供給する電圧を発生する前記電圧供給部
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　を具備することを特徴とする請求項８に記載の内視鏡装置。
【請求項１１】
　前記本体側コネクタは、前記処理部との信号伝送を行うための１本以上の信号配線が夫
々接続される１つ以上の接点端子を有し、
　前記本体側コネクタの１つ以上の接点端子を夫々グランド端子に接続するための１つ以
上の本体側開閉スイッチと、
　前記接続コネクタが前記本体側コネクタに接続されている場合には前記１つ以上の本体
側開閉スイッチをオフにすると共に、前記接続コネクタが前記本体側コネクタに接続され
ていない場合には前記１つ以上の本体側開閉スイッチをオンにして前記本体側コネクタの
１つ以上の接点端子を夫々グランド端子に接続する本体側スイッチ制御部と
　を具備したことを特徴とする請求項８に記載の内視鏡装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、画像処理を行う本体部に着脱自在な内視鏡及び内視鏡装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来より、体腔内等へ細長の内視鏡を挿入して被検部位の観察や各種処置を行うように
した内視鏡が広く用いられている。また、工業分野においても、ボイラ、タービン、エン
ジン、化学プラントなどの内部の傷や腐蝕などを観察したり検査することのできる工業用
内視鏡が広く利用されている。
【０００３】
　内視鏡は細長の挿入部を有しており、挿入部の先端部には、撮像素子であるＣＣＤ等が
設けられる。ＣＣＤによって得られた映像信号は、内視鏡の手元側に接続された本体部に
伝送される。本体部は、伝送された映像信号に基づいて内視鏡画像を生成し、この内視鏡
画像をディスプレイ装置に供給して表示を行う。
【０００４】
　ところで、内視鏡と本体部とは電気コネクタによって接続されて、内視鏡内の撮像素子
と本体部内の回路部との電気的な接続が行われる。内視鏡には、挿入部の長さや径に応じ
て複数の種類が用意されている。内視鏡と本体部とを電気コネクタを介して着脱自在とす
ることで、観察する被検部位に応じて、本体部に接続する内視鏡を交換することができ、
利便性に優れている。
【０００５】
　ところで、内視鏡の複数の信号線と本体部の信号線とは、電気コネクタに設けられた接
続端子を介して接続される。ところが、内視鏡を本体部から離脱させた状態では、これら
の接続端子が露出した状態となってしまう。ユーザは、内視鏡の本体部への着脱に際して
、或いは内視鏡や本体部の移動に際して手で内視鏡や本体部を触れる。この場合に、ユー
ザが帯電した状態で接続端子に触れると、人体から接続端子、信号線、撮像素子を介して
グランドに電流が流れて、撮像素子が静電気破壊されることがある。
【０００６】
　そこで、信号線と撮像素子とを接続する中継基板に、ダイオードクランプやバリスタ等
の静電気保護部材を設けることで、撮像素子が静電気破壊されることを防止するようにな
っている。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００７】
【特許文献１】特公平６－１０４１０２号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００８】
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　しかしながら、静電気保護部材を設ける必要があることから中継基板は大型化し、内視
鏡挿入部の細径化が困難となる。また、中継基板は硬質部材であり、中継基板の大型化に
よって内視鏡挿入部の先端硬質部を短縮化することができないという欠点がある。
【０００９】
　なお、特許文献１においては、ＣＣＤに接続された信号線に電磁リレーを設け、内視鏡
と本体部との非接続時には、電磁リレーをオフにすることで、信号線を切断する技術が開
示されている。
【００１０】
　しかしながら、特許文献１の提案では、内視鏡と本体部とを接続する接続端子には静電
気が蓄積されてしまい、電磁リレーがオンになると、接続端子に蓄積された静電気エネル
ギーが信号線を介して撮像素子に供給されて静電気破壊が生じる可能性があるという問題
があった。
【００１１】
　本発明はかかる問題点に鑑みてなされたものであって、内視鏡挿入部の細径化、先端硬
質部長の短縮化を阻害することなく、確実に静電気破壊を防止することができる内視鏡及
び内視鏡装置を提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【００１２】
　本発明に係る内視鏡は、被写体を撮像して本体部に供給する映像信号を取得する撮像素
子と、前記撮像素子との信号伝送を行うための１本以上の信号ケーブルが夫々接続される
１つ以上の接点端子を有する接続コネクタと、前記１つ以上の接点端子を夫々グランド端
子に接続するための１つ以上の開閉スイッチと、前記接続コネクタが前記本体部の本体側
コネクタに接続されている場合には前記１つ以上の開閉スイッチをオフにすると共に、前
記接続コネクタが前記本体側コネクタに接続されていない場合には前記１つ以上の開閉ス
イッチをオンにして前記１つ以上の接点端子を夫々グランド端子に接続するスイッチ制御
部とを具備する。
【発明の効果】
【００１３】
　本発明によれば、内視鏡挿入部の細径化、先端硬質部長の短縮化を阻害することなく、
確実に静電気破壊を防止することができるという効果を有する。
【図面の簡単な説明】
【００１４】
【図１】本発明の第１の実施の形態に係る内視鏡を示す説明図。
【図２】図１の内視鏡が接続される本体部を示す説明図。
【図３】内視鏡を本体部に装着し、本体部４０の電源投入によりスイッチ５７がオン状態
となったことを示す説明図。
【図４】本発明の第２の実施の形態に係る内視鏡を示す説明図。
【図５】図１の内視鏡が接続される本体部を示す説明図。
【図６】内視鏡を本体部に装着した状態を示す説明図。
【発明を実施するための形態】
【００１５】
　以下、図面を参照して本発明の実施の形態について詳細に説明する。
【００１６】
（第１の実施の形態）
　図１は本発明の第１の実施の形態に係る内視鏡を示す説明図である。また、図２は図１
の内視鏡が接続される本体部を示す説明図である。
【００１７】
　図１に示すように、内視鏡１０は先端側に細長の挿入部１１が構成され、基端側にコネ
クタ部２１が構成されている。コネクタ部２１及び後述する本体部４０の取付部４１には
、図示しない係止機構が設けられており、コネクタ部２１は、取付部４１に着脱自在に取
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り付けられるように構成されている。
【００１８】
　挿入部１１には、先端にＣＣＤやＣＭＯＳセンサ等の撮像素子１２が配置され、撮像素
子１２は被写体からの光学像を光電変換して映像信号を取得する。この撮像素子１２は中
継基板１３に接続されている。中継基板１３は、本体部４０から伝送される各種駆動信号
を用いて撮像素子１２を駆動すると共に、撮像素子１２からの映像信号を取り込んで、本
体部４０に伝送する。なお、中継基板１３には、ダイオードクランプやバリスタ等の静電
気対策部材は搭載されておらず、中継基板１３は比較的小型に構成されている。
【００１９】
　中継基板１３と本体部４０との間の信号等の伝送には、複数の信号ケーブル１４が採用
される。なお、図１では、図面の簡略化のために、２本の信号ケーブル１４のみを示して
いる。各信号ケーブル１４は、挿入部１１内に挿通されて、一端が中継基板１３に接続さ
れ、他端がコネクタ部２１の接続コネクタ２２の各接点端子２３に夫々接続される。なお
、図１では、図面の簡略化のために４本の接点端子２３のみを示している。なお、図１で
は、接点端子２３がオス端子の例を示したが、メス端子で構成してもよい。
【００２０】
　本実施の形態においては、接続コネクタ２２には、複数の接点端子２３の外に、着脱検
出端子２４が設けられている。着脱検出端子２４は、先端は開放端であり、他端は、プル
ダウン抵抗２５を介してグランド端子２６に接続されている。
【００２１】
　また、スイッチ制御部としての着脱検出端子２４の他端（プルダウン抵抗２５との接続
点）は、複数の制御線２７を介して複数のリレー部３１に接続される。なお、図１では、
図面の簡略化のために１つの制御線２７及びリレー部３１のみを示している。開閉スイッ
チとしてのリレー部３１は、コイル部３２及びスイッチ部３３によって構成されており、
スイッチ部３３の一接点は、信号線３４を介して信号ケーブル１４に接続されている。信
号ケーブル１４の本数だけリレー部３１が設けられており、全ての信号ケーブル１４は、
夫々信号線３４を介して各リレー部３１の一接点（以下、信号線接点という）ａに接続さ
れる。
【００２２】
　図１のリレー部３１は、スイッチ部３３が３端子の例であり、制御線２７に印加される
電圧によって、スイッチ部３３の状態が変化する。制御線２７を介してコイル部３２に印
加される電圧が比較的低い場合には、スイッチ部３３の信号線接点ａは他の第１の接点か
らグランド端子３５に接続された状態となる。また、制御線２７を介してコイル部３２に
電圧Ｖｃｃが印加される場合には、スイッチ部３３の信号線接点ａは、開放端となる他の
第２の接点に接続される。
【００２３】
　なお、グランド端子２６，３５は、内視鏡１０の筐体金属に接続される。本体部の図示
しないＤＣ電源、電圧Ｖｃｃのマイナス端子(ＧＮＤ)は、接続コネクタ２２の接点端子２
３の一部と接続され、ここと内視鏡１０の金属筐体とがさらに接続される構造となってい
る。即ち、電源ＧＮＤが内視鏡１０の筐体金属部と同電位構造をとっている。また、本体
部４０の筐体金属部も同様で、図示しないＤＣ電源、電圧ＶｃｃのＧＮＤは、本体部４０
の金属筐体と図示しない回路基板の固定端子部（ＧＮＤと同電位）からスタッド等を用い
て接続される、あるいは、ハーネス等で接続される。即ち、電源ＧＮＤが本体部４０の筐
体金属部と同電位構造をとっている。
【００２４】
　図２において、本体部４０には回路基板６１が配設されている。回路基板６１上には、
ＣＰＵ６２、ＦＰＧＡ６３及び制御ＩＣ６４等が搭載されている。回路基板６１の端部に
は、接続コネクタ４２が取り付けられており、回路基板６１の各部と接続コネクタ４２と
は、回路基板６１上に設けた複数の配線６５によって接続されている。なお、図２では図
面の簡略化のために、１本の配線のみを示している。複数の配線６５によって、回路基板
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６１上のＣＰＵ６２、ＦＰＧＡ６３及び制御ＩＣ等の各部と接続コネクタ４２との間で信
号等の伝送が行われる。
【００２５】
　各配線６５は、一端が回路基板６１上の各部に接続され、他端は、接続コネクタ４２の
各接点端子４３に夫々接続される。なお、図１では、図面の簡略化のために４本の接点端
子４３のみを示している。なお、図１では、接点端子４３がメス端子の例を示したが、オ
ス端子で構成してもよい。
【００２６】
　本実施の形態においては、接続コネクタ４２には、複数の接点端子４３の外に、着脱検
出端子４４が設けられている。着脱検出端子４４は、先端は開放端であり、他端は、プル
ダウン抵抗４５を介してグランド端子４６に接続されている。
【００２７】
　また、着脱検出端子４４の他端（プルダウン抵抗４５との接続点）は、制御線４８を介
してスイッチ５７の一方端子に接続され、スイッチ５７の他方端子は電源端子Ｖｃｃに接
続されている。また、スイッチ５７の一方端子は、複数の制御線４７を介して複数のリレ
ー部５１に接続される。なお、図２では、図面の簡略化のために１つの制御線４７及びリ
レー部５１のみを示している。
【００２８】
　リレー部５１は、コイル部５２及びスイッチ部５３によって構成されており、スイッチ
部５３の一接点は、信号線５４を介して配線６５に接続されている。配線６５の本数だけ
リレー部５１が設けられており、全ての配線６５は、夫々信号線５４を介して各リレー部
５１の一接点（以下、信号線接点という）ｂに接続される。
【００２９】
　図２のリレー部５１は、スイッチ部５３が３端子の例であり、制御線４７に印加される
電圧によって、スイッチ部５３の状態が変化する。制御線４７を介してコイル部５２に印
加される電圧が比較的低い場合には、スイッチ部５３の信号線接点ｂは他の第１の接点か
らグランド端子５５に接続された状態となる。また、制御線４７を介してコイル部５２に
電圧Ｖｃｃが印加される場合には、スイッチ部５３の信号線接点ｂは、開放端となる他の
第２の接点に接続される。
【００３０】
　スイッチ５７は、本体部４０の電源投入によってオンとなり、電源端子から電圧Ｖｃｃ
を制御線４７、４８に供給するようになっている。なお、グランド端子４６，５５は、本
体部４０の筐体金属に接続される。
【００３１】
　内視鏡１０のコネクタ部２１の接続コネクタ２２と本体部４０の接続コネクタ４２とは
、コネクタ部２１を取付部４１に装着した状態で、相互に接点端子２３，４３同士が係合
するように構成されており、接点端子２３，４３を介して内視鏡１０の中継基板１３と本
体部４０の回路基板６１との間で、信号等の伝送を行うことができるようになっている。
【００３２】
　本実施の形態においては、接続コネクタ２２に設けた着脱検出端子２４と接続コネクタ
４２に設けた着脱検出端子４４は、コネクタ部２１を取付部４１に装着した状態で、相互
に係合するように構成されている。これにより、コネクタ部２１を取付部４１に装着した
状態では、本体部４０の電源端子Ｖｃｃからの電圧Ｖｃｃが、スイッチ５７を介して制御
線４７に供給されると共に、スイッチ５７、制御線４８、着脱検出端子４４，２４を介し
て制御線２７にも供給されるようになっている。
【００３３】
　次に、このように構成された実施の形態の作用について図３を参照して説明する。図３
は内視鏡を本体部に装着し、本体部４０の電源投入によりスイッチ５７がオン状態となっ
たことを示す説明図である。
【００３４】
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　先ず、図３に示すように、内視鏡１０が本体部４０に装着されている場合について説明
する。内視鏡１０のコネクタ部２１及び本体部４０の取付部４１の図示しない係止機構に
よって、内視鏡１０が本体部４０に装着されているものとする。この状態では、図３に示
すように、内視鏡１０の接続コネクタ２２と本体部４０と接続コネクタ４２とは係合し、
各接点端子２３と各接点端子４３同士は相互に接続される。更に、接続コネクタ２２，４
２の着脱検出端子２４，４４同士も接続される。
【００３５】
　この状態で、ユーザが本体部４０の電源をオンにするものとする。そうすると、スイッ
チ５７がオンとなり、電圧Ｖｃｃが制御線４７に供給されると共に、制御線４８、着脱検
出端子４４，２４を介して、内視鏡１０の制御線２７に供給される。これにより、制御線
４７を介して各リレー部５１に電圧Ｖｃｃが供給され、各リレー部５１のコイル部５２が
動作して、スイッチ部５３により信号線接点ｂを第２の接点に接続して開放状態とする。
即ち、回路基板６１上の各配線６５に接続された信号線５４の他端は、開放状態となる。
【００３６】
　同様に、内視鏡１０においても、制御線２７を介して各リレー部３１に電圧Ｖｃｃが供
給され、各リレー部３１のコイル部３２が動作して、スイッチ部３３により信号線接点ａ
が第２の接点に接続されて開放状態となる。即ち、挿入部１１内の各信号ケーブル１４に
接続された信号線３４の他端は、開放状態となる。こうして、中継基板１３は信号ケーブ
ル１４、接続コネクタ２２，４２、各配線６５を介して回路基板６１上の各部に接続され
る。
【００３７】
　次に、内視鏡１０と本体部４０とが離脱状態であるものとする。即ち、この場合には、
図１及び図２に示すように、接続コネクタ２２の接点端子２３及び着脱検出端子２４の先
端は開放状態であり、接続コネクタ４２の接点端子４３及び着脱検出端子４４も開放状態
である。
【００３８】
　内視鏡１０の制御線２７は、プルダウン抵抗２５を介してグランド端子２６に接続され
ており、制御線２７から各リレー部３１に供給される電圧は０Ｖである。この状態では、
各リレー部３１のスイッチ部３３により信号線接点ａが他の第１の接点を介してグランド
端子３５に接続される。これにより、信号線接点ａに信号線３４を介して接続される各信
号ケーブル１４は、グランド端子３５に接続されることになる。即ち、各接点端子２３は
、グランド端子３５に接続された状態となる。
【００３９】
　ここで、例えば内視鏡１０の搬送中等において、内視鏡１０の筐体が大地アースからフ
ローティングした状態の場合、ユーザが帯電した状態で接点端子２３、および、内視鏡１
０に触れるものとする。この場合、内視鏡１０の筐体金属部及び、接点端子２３から各信
号ケーブル１４、各信号線３４、中継基板１３、撮像素子１２、各リレー部３１の信号線
接点ａ、他の第１の接点を介してグランド端子３５全てが帯電した状態となるが、帯電し
たエネルギーが流れる経由がなく、撮像素子１２等が静電気破壊されることはない。
　さらに、内視鏡１０の搬送中等において、内視鏡１０の筐体が大地アースと接触した状
態の場合、ユーザが帯電した状態で接点端子２３に触れるものとする。この場合、帯電し
た電流は、接点端子２３から各信号ケーブル１４、各信号線３４、各リレー部３１の信号
線接点ａ、他の第１の接点を介してグランド端子３５に流れる。これにより、帯電した人
物が接点端子２３に直接触れたとしても、信号ケーブル１４を介して中継基板１３及び撮
像素子１２に電流が流れることはなく、撮像素子１２等が静電気破壊されることはない。
また、内視鏡１０と本体部４０との離脱状態時には、接点端子２３が帯電することはなく
、内視鏡１０と本体部４０との接続時に、接点端子２３に帯電した電気によって静電気破
壊が生じることもない。
【００４０】
　また、ユーザが帯電した手で着脱検出端子２４を触れるものとする。そうすると、人体
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からの電流は、プルダウン抵抗２５を介してグランド端子２６に流れる。これにより制御
線２７に比較的低い電圧が供給される。しかし、この電圧によって各リレー部３１のコイ
ル部３２が動作することはなく、信号線接点ａはグランド端子３５に接続されたままであ
る。また、この場合には、制御線２７に発生した電圧は、コイル部３２のインダクタに供
給されるのみであり、各リレー部３１が破壊されることもない。
【００４１】
　一方、内視鏡１０と本体部４０とが離脱している状態では、本体部４０のスイッチ５７
はオフである。制御線４７は、プルダウン抵抗４５を介してグランド端子４６に接続され
ており、制御線４７から各リレー部５１に供給される電圧は０Ｖである。この状態では、
リレー部５１のスイッチ部５３により信号線接点ｂは他の第１の接点を介してグランド端
子５５に接続される。これにより、信号線接点ｂに信号線５４を介して接続される各配線
６５は、グランド端子５５に接続されることになる。即ち、各接点端子４３は、グランド
端子５５に接続された状態となる。
【００４２】
　ここで、ユーザが帯電した手で接点端子４３を触れるものとする。そうすると、人体か
らの電流は、接点端子４３から各配線６５、各信号線５４、各リレー部５１の信号線接点
ｂ、他の第１の接点を介してグランド端子５５に流れる。これにより、帯電した人物が接
点端子４３に直接触れたとしても、各配線６５を介して回路基板６１上の各部、例えばＣ
ＰＵ６２、ＦＰＧＡ６３及び制御ＩＣ６４等に電流が流れることはなく、これらの部品が
静電気破壊されることはない。また、内視鏡１０と本体部４０との離脱状態時には、接点
端子４３が帯電することもなく、内視鏡１０と本体部４０との接続時に、接点端子４３に
帯電した電気によって静電気破壊が生じることもない。
【００４３】
　また、ユーザが帯電した手で着脱検出端子４４を触れるものとする。そうすると、人体
からの電流は、プルダウン抵抗４５を介してグランド端子４６に流れる。これにより制御
線４７に比較的低い電圧が供給される。しかし、この電圧によって各リレー部５１のコイ
ル部５２が動作することはなく、信号線接点ｂはグランド端子５５に接続されたままであ
る。また、この場合には、制御線４７に発生した電圧は、コイル部５２のインダクタに供
給されるのみであり、各リレー部５１が破壊されることもない。
【００４４】
　このように本実施の形態においては、接続コネクタの各接点端子を、例えば電磁リレー
を介してグランドに接続すると共に、内視鏡と本体部との離脱状態を検出して、離脱時に
は、電磁リレーを制御して各接点端子をグランドに接続する。これにより、内視鏡と本体
部との離脱時に、帯電した人物が接点端子を触れたとしても、人体からの電流をグランド
に流し、撮像素子や基板上の各部への静電気エネルギーの印加を阻止し、静電気破壊を防
止することができる。内視鏡挿入部の先端の中継基板等に、静電気破壊を防止するための
回路等を設ける必要がなく、内視鏡挿入部の細径化、先端硬質部長の短縮化を阻害するこ
となく、確実に静電気破壊を防止することができる。また、本体部においても、ＣＵＰ、
ＦＰＧＡ、制御ＩＣ等が実装される基板上に、静電気対策部材を搭載する必要がなくなる
ことから、本体部の小型化にも寄与する。
【００４５】
　なお、リレー部を３端子の電磁リレーによって構成した例を示したが、２端子で構成し
てもよく、また、電磁リレーに限らず、各種スイッチによって構成してもよい。
【００４６】
（第２の実施の形態）
　図４は本発明の第２の実施の形態に係る内視鏡を示す説明図である。また、図５は図１
の内視鏡が接続される本体部を示す説明図である。図４及び図５において夫々図１及び図
２と同一の構成要素には同一符号を付して説明を省略する。本実施の形態は、内視鏡と本
体部との離脱状態を検出してリレー部を制御する手法が第１の実施の形態と異なるのみで
ある。
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【００４７】
　図４に示すように、内視鏡７０は先端側に細長の挿入部１１が構成され、基端側にコネ
クタ部７１が構成されている。コネクタ部７１及び後述する本体部８０の取付部４１には
、図示しない係止機構が設けられており、コネクタ部７１は、取付部４１に着脱自在に取
り付けられるように構成されている。
【００４８】
　本実施の形態の内視鏡７０のコネクタ部７１は、接続コネクタ２２に代えて接続コネク
タ７２を採用すると共に、プルダウン抵抗２５を省略し、インターロックスイッチ７３及
びガイドピン７５を設けた点が図１のコネクタ部２１と異なる。接続コネクタ７２は、着
脱検出端子２４を省略した点が接続コネクタ２２と異なる。
【００４９】
　インターロックスイッチ７３は、一端が電源端子Ｖｃｃに接続され、他端がリレー部３
１のコイル部３２に接続される。インターロックスイッチ７３は、操作部７３ａの押圧操
作によってオンとなり、電源電圧Ｖｃｃをコイル部３２に印加するようになっている。な
お、インターロックスイッチ７３は、操作部７３ａが押圧操作されない場合にはオフであ
る。コネクタ部７１の端面には、インターロックスイッチ７３の操作部７３ａに臨む開孔
部７４が設けられている。後述するガイドピン８５を開孔部７４に挿通させ、ガイドピン
８５の先端で操作部７３ａを押圧操作することで、インターロックスイッチ７３をオンに
することができる。
【００５０】
　また、コネクタ部７１の端面には、後述する本体部８０の取付部４１に設けた開孔部８
４に挿通可能なガイドピン７５が配設されている。
【００５１】
　図５に示すように、本体部８０は、接続コネクタ４２に代えて接続コネクタ８２を採用
すると共に、プルダウン抵抗４５を省略し、インターロックスイッチ８３及びガイドピン
８５を設けた点が図２の本体部４０と異なる。接続コネクタ８２は、着脱検出端子４４を
省略した点が接続コネクタ４２と異なる。接続コネクタ７２，８２が係合状態となる場合
に、内視鏡７０のコネクタ部７１の開孔部７４及びガイドピン７５の位置に対応する位置
に、夫々ガイドピン８５及び開孔部８４が設けられるようになっている。
【００５２】
　インターロックスイッチ８３は、一端が電源端子Ｖｃｃに接続され、他端がリレー部５
１のコイル部５２に接続される。インターロックスイッチ８３は、操作部８３ａの押圧操
作によってオンとなり、電源電圧Ｖｃｃをコイル部５２に印加するようになっている。な
お、インターロックスイッチ８３は、操作部８３ａが押圧操作されない場合にはオフであ
る。取付部４１の端面に設けた開孔部８４は、インターロックスイッチ８３の操作部８３
ａに臨んでおり、内視鏡７０のガイドピン７５を開孔部８４に挿通させ、ガイドピン７５
の先端で操作部８３ａを押圧操作することで、インターロックスイッチ８３をオンにする
ことができる。
【００５３】
　次に、このように構成された実施の形態の作用について図６を参照して説明する。図６
は内視鏡を本体部に装着した状態を示す説明図である。
【００５４】
　先ず、図６に示すように、内視鏡７０が本体部８０に装着されている場合について説明
する。内視鏡７０のコネクタ部７１及び本体部８０の取付部４１の図示しない係止機構に
よって、内視鏡７０が本体部８０に装着されているものとする。この状態では、図６に示
すように、内視鏡７０の接続コネクタ７２と本体部８０と接続コネクタ８２とは係合し、
各接点端子２３と各接点端子４３同士は相互に接続される。
【００５５】
　また、内視鏡７０のコネクタ部７１の端面に設けたガイドピン７５は、本体部８０の取
付部４１に設けた開孔部８４に挿通され、ガイドピン７５の先端がインターロックスイッ
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チ８３の操作部８３ａを押圧操作している状態となる。同様に、本体部８０の取付部４１
の端面に設けたガイドピン８５は、コネクタ部７１の端面に設けた開孔部７４に挿通され
、ガイドピン８５の先端がインターロックスイッチ７３の操作部７３ａを押圧操作してい
る状態となる。
【００５６】
　これにより、インターロックスイッチ７３，８３はいずれもオンとなる。インターロッ
クスイッチ７３がオンとなることによって、電圧Ｖｃｃが制御線２７を介してリレー部３
１に供給され、インターロックスイッチ８３がオンとなることによって、電圧Ｖｃｃが制
御線４７を介してリレー部５１に供給される。
【００５７】
　これにより、各リレー部３１の各コイル部３２が動作して、スイッチ部３３により信号
線接点ａが第２の接点に接続されて開放状態となる。即ち、挿入部１１内の各信号ケーブ
ル１４に接続された信号線３４の他端は、開放状態となる。
【００５８】
　また、各リレー部５１の各コイル部５２が動作して、スイッチ部５３により信号線接点
ｂが第２の接点に接続されて開放状態となる。即ち、回路基板６１上の各配線６５に接続
された信号線５４の他端は、開放状態となる。こうして、中継基板１３は信号ケーブル１
４、接続コネクタ７２，８２、各配線６５を介して回路基板６１上の各部に接続される。
【００５９】
　次に、内視鏡７０と本体部８０とが離脱状態であるものとする。即ち、この場合には、
接続コネクタ７２の接点端子２３の先端は開放状態であり、接続コネクタ８２の接点端子
４３も開放状態である。また、ガイドピン７５は開孔部８４から抜かれ、ガイドピン８５
は開孔部７４から抜かれる。これにより、インターロックスイッチ７３，８３は、操作部
７３ａ，８３ａの接点が開放されて、いずれもオフとなる。
【００６０】
　これにより、制御線２７の一端は開放端となり、各リレー部３１には電圧が供給されな
い。この状態では、各リレー部３１のスイッチ部３３により信号線接点ａは他の第１の接
点を介してグランド端子３５に接続される。これにより、信号線接点ａに信号線３４を介
して接続される各信号ケーブル１４は、グランド端子３５に接続されることになる。即ち
、各接点端子２３は、グランド端子３５に接続された状態となる。従って、本実施の形態
においても、第１の実施の形態と同様に、帯電した人物が接点端子２３に触れた場合でも
、撮像素子１２等の静電気破壊を防止することができる。
【００６１】
　また、インターロックスイッチ８３もオフであるので、制御線４７は一端が開放端とな
り、各リレー部５１には電圧が供給されない。この状態では、各リレー部５１のスイッチ
部５３により信号線接点ｂが他の第１の接点を介してグランド端子５５に接続される。こ
れにより、信号線接点ｂに信号線５４を介して接続される各配線６５は、グランド端子５
５に接続されることになる。即ち、各接点端子４３は、グランド端子５５に接続された状
態となる。従って、本実施の形態においても、第１の実施の形態と同様に、帯電した人物
が接点端子４３に触れた場合でも、回路基板６１上の各部を静電気破壊から防止すること
ができる。
【００６２】
　このように本実施の形態においても、第１の実施の形態と同様の効果を得ることができ
、各部の静電気破壊を防止しながら、挿入部の細径化及び先端硬質部長の短縮化を図るこ
とができる。
【符号の説明】
【００６３】
　　１０…内視鏡、１１…挿入部、１２…撮像素子、１３…中継基板、１４…信号ケーブ
ル、２１…コネクタ部、２２…接続コネクタ、２３…接点端子、２４…着脱検出端子、２
５…プロダウン抵抗、２６，３５…グランド端子、２７…制御線、３１…リレー部、３２
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…コイル部、３３…スイッチ部、３４…信号線。
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